
 

区民会議会長等とさいたま市自治基本条例検討委員会の意見交換会 
〔第１６回市民部会（さいたま市自治基本条例検討委員会）〕 
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平成２３年１月１３日（木）午後６時３０分～ 
大宮区役所南館３階３０１会議室 

 
１ 開 会 
 
２ 出席者の紹介 
 
３ 意見交換 
 
 （１）自治基本条例の説明 

 

（２）意見交換 

 

４ 閉 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【配付資料】 
次第 
席次 
さいたま市自治基本条例検討委員会委員名簿 

区民会議会長等参加者名簿 
資料１ ニュースレター「さいたま市自治基本条例検討委員会からのおたより」 
資料２ さいたま市自治基本条例のコンセプト（基本的な考え方） 

資料３ 部会別の検討テーマ 

資料４ 自治基本条例に係る意見交換の主なテーマ 
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（さいたま市自治基本条例検討委員会・第１６回市民部会）

(H23.1.13現在）

№ 区分 氏名 団体・大学 出席

1 公募による市民 歌川　光一

2 内田　智 ○

3 遠藤　佳菜恵

4 小野田　晃夫 ○

5 栗原　保

6 小林　直太 ○

7 高橋　直郁

8 中田　了介

9 古屋　さおり ○

10 細川　晴衣 ○

11 湯浅　慶 ○

12 渡邉　初江

13 関係団体の代表者 伊藤　巖 さいたま市自治会連合会会長

14 染谷　義一 さいたま商工会議所 ○

15 中津原　努 都市づくりＮＰＯさいたま副理事長 ○

16 堀越　栄子 さいたまＮＰＯセンター副代表理事

17 識見を有する者 富沢　賢治 聖学院大学大学院政治政策学研究科教授 ○

18 福島　康仁 日本大学法学部教授

19 三宅　雄彦 埼玉大学経済学部教授

20 吉川　はる奈 埼玉大学教育学部准教授

敬称略
市民部会委員

さいたま市自治基本条例検討委員会委員名簿
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区 役職 氏 名 

西区 会長 黒 岩  清 

北区 会長 沼 野 容 子 

大宮区 会長 加 藤  久 美 子 

見沼区 副会長 小 山 静 江 

桜区 会長 山 本 茂 樹 

浦和区 会長 池 田 和 夫 

岩槻区 会長 大 塚 勇 
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資料２ 

 
 

さいたま市自治基本条例のコンセプト（基本的な考え方） 

※H22.8.30 検討委員会で合意 

 

１．自治基本条例制定により目指すもの 

（目的） 

○ 「市民自治」の確立を図り、市民が誇りを持てる「さいたま市」

をつくることを目的とする。 

（期待する効果） 

○ さいたま市自治基本条例が「課題解決の羅針盤」として活用され

る。 

○ 「市民自治」の確立のために、市民、議会、行政など各主体の意

識の向上を促し、より良い関係のもと、自治が変わることを期待す

る。 

２．そのために条例で何を定めるのか 

 ○ 地方分権時代における本市の位置付けを明確にするとともに、「市

民自治」の基本を示し、市民と議会・行政の関係を定める。 

○ 自治の視点から区及びコミュニティの役割を明確に定めるものと

する。 

○ 自治を担う人づくり（市民・議員・市長・市職員など）の視点を

含めて定めるものとする。 

３．制定に当たっての留意点（条例の性格） 

○ 市民のための自治を謳うものであることから、分かりやすく表現

し、説得力のある、市民の関心を高めるものとする。 

○ 「オリジナルな条例」、「新しいスタンダードとなる条例」を目指

す。 
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資料３ 
 

 

部会別の検討テーマ 
 
・各部会における基本的なテーマを掲げたものであり、修正、追加等については各部会で検討する。 

・共通テーマは、両部会でそれぞれ検討する。 

・各部会のテーマは、これまでに出された検討テーマを分類したもの。重複するテーマもあるが、それ

ぞれの部会の視点から検討を進めることとする。 

共
通
テ
ー
マ 

（１） 自治基本条例の目的・必要性 

（２） さいたま市のめざすまちの姿 （中間報告に含めるかどうか。） 

（３） 自治の基本理念 

（４） 自治の担い手 （用語の定義など。） 

（５） 条例の位置付け 

（６） 国や他の地方自治体との関係・国際関係 

（７） 条例の運用（実効性の確保） 

市
民
部
会
の
テ
ー
マ 

（１） 市民の権利 

（２） 市民の責務 

（３） 自治の担い手としての人づくり （普及啓発、活動支援、教育など） 

（４） 情報共有 

（５） 参加 

（６） 協働 

（７） 住民投票 

（８） 区 （区民会議・コミュニティ会議など） 

（９） 身近なコミュニティ （地域における問題解決、問題の集約、自治会の役割など） 

議
会
・行
政
部
会
の
テ
ー
マ 

＜議会＞ 

（１） 議会の役割・責務 

（２） 議会運営（議会への市民参加含む） 

（３） 議員の役割・責務（人づくり） 

 

＜行政＞ 

（１） 市長の役割・責務 

（２） 行政運営の基本原則 

（３） 情報提供 

（４） 政策形成過程への参加 

（５） 市職員の役割・責務（人づくり） 

（６） 行財政運営（総合計画、財政運営、応答

義務、行政手続、監査、政策法務、組織・

人事、危機管理） 

（７） 区政のあり方（区長・区役所） 

 



平成２３年１月１３日 区民会議会長等との意見交換会 
（さいたま市自治基本条例検討委員会・第１６回市民部会） 

資料４ 

 
自治基本条例に係る意見交換の主なテーマ 

 

今回の意見交換会では、テーマを区民会議に関する事項に限定せず、以下のような事項

について、区民会議等における御経験を踏まえた御意見を伺いたく存じます。 

 

１ 「市民参加」や「協働」の推進に向けて 

  (例)区民会議等の活動を通じて、「市民参加」や「協働」にどのような課題を感じてい

ますか。 

  (例)「市民参加」や「協働」を推進するために、市民や行政・議会（議員）のそれぞ

れに対して、どのようなことを期待しますか。 

 

 

２ 自治基本条例への期待や意見 

  (例)区民会議等における活動の御経験を踏まえ、自治基本条例にどのようなことを期

待しますか。 

 

 

３ その他 

 


